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むかしの人がきていたふくをかんさつしよう。

気がついたことを書きましょう。
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どんなときにきたのでしようか?
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むかしの人のふくはほとんどが 《わた》というしよくぶつから作られています。
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《わた》のたねはふわふわしたわた毛につつまれています。このわた毛から糸を
つ

つく

むいで、糸できれをおります。きれをぬってふ くを作 ります。

むかし、ふくを作るためには・ “・

5月 《わた》のたねをまく。

7月 ～ 8月 花がさいて実がつく。

大きくなつた実がわれて、わた毛がとび出す。

とび出したわた毛をしゆうかくする《わたつみ》をします。
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《わた》
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から 《もめん糸》をつむぎます。

はたおりをして 《もめん糸》から 《もめん》

9月 ～ 10月

というきれをおります。

《もめん》のきれをぬってふく
つく

(きもの)を作ります。
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たいけん 1《わたくり》をしよう

わたの実からたねをとりのぞく

むかしのどうぐ「わたくりき」

I

ことを 《わたくり》といいます。

をつかつてたねをとりましょう。

外がわのねじにゆびやかみの毛をはさまないように l

みんなでうかうどうぐです。ていねいにつかいましょう。

たいけん2《糸つむぎ》をしよう !

「つむぎぐるま」をつかつて糸をつむざましょう。

《糸つむぎ》のかんそう

☆わた毛からなぜ糸ができるのでしようか?

わた毛はとてもほそい糸のもと「せんい」があつまったものです。

わたの実がわれてわた毛が外にとび出してか

わくと、「せんい」はちじれてしまいます。わ

た毛をひつぱると「せんい」がからみあつて、

糸のようにつながつてきます。ゆるくつなが

っている糸を同じむきにねじるとじょうぶな糸ができます。同じむきにねじることを

「より」かけるといいます。「より」をかけて糸にすることを、「つむぐ」といいます。
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今でも 《わた》や 《わた》から作られた 《もめん》はたくさんつかわれています。

みなさんがみのまわりでつかつているものから、《わた》や 《もめん》で作られたも

のをさがしましょう。

★ 《わた》のままつかわれているもの

つく

☆ 《わた》から作られたきれ 《もめん》でできているもの

なぜ1‐写|も 《わた》や《もめん》がつかわれているのでしようか?《わた》のよ

いところをさがしてください。

ふくには、なにか

ら作 られているか

をしめすタグがつ

いています6
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むかしの人も:そ して今でもつかわれている《わた》や 《もめん》。むかしは尼薦

でも 《わた》をたくさんそだてていました。今から100年前までは、尼群にわた

ばたけがひろがつていました。なかでも、いな川やも川、むこ川などの川のちかく

や海にちかいところには、わたばたけがたくさんあつたのです。
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